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審 査 の 結 果 の 要 旨

氏 名 相模 あゆみ

本調査研究は
､ 児童虐待 の リス ク要 因と して の乳幼児健診 の 受診 ･ 末受診を検討する こ

とを主目的と して実施 したも の で ある ｡ また､ 健診未受診 に関連 する要因 の探索も併せ て

行 い ､ 今後 の 母子保健専業対策検討に資するデ ー タを提供 した ｡

福岡県北九州市の 平成 13 年度 1 歳半健診受診者200 名 ･ 束受診者2■00 名を妊娠届 けデ ー

タ ベ ー

ス お よび住民基本 台帳デ ー タ ベ
ー

ス を用 い て 選択 し､ 研究対象 と した ｡ 調査票は郵

送配布し､ 後日調査会社の 回収員が訪問回収 を行 っ た ｡ 主 な調査項目は､ 父母および児 の

年齢 ､ 児 の性別 ､ 家族構成 ､ 結婚 の 状態､ 就労状況､ 最終学歴 ､ 母親の 抑う つ 症状､ 母親

の 虐待的養育態度な どで あ る｡

主要な結果は下記 の 通りで ある ｡

1
｡ 属性比較 では､ 未受診者の 母親は受診群と比 して ①年齢が若く､ また初産年齢も低い

こ と､ ②子 ども の 数が 多い こ と､ ③義務教育の み 修 了者の 割合が 高い こ と､ ④別居 の

割合が高い こ と､ ⑤パ ー トや ア ル バイ トな
■
ど非常勤勤務者 の 割合が高く､ 無職 の 割合

が低 い こ と､ ⑥家庭年収が低 い こ とが明らか に な っ た｡

2 . 抑 う つ 症状に つ い て は ､ 末受診群 は受診群と比 して 抑う つ 度が 有意 に高か っ た｡ 母親

の 高い 抑う つ 症状は良好な母子関係の育成 を阻害する の みな らず､ 児 の成人後 の精神

障害発症 ､ 身体的不健康 の 予測因子 と して も作用する こ とか ら､ 家庭訪問な どの 際､

援助者が母親の 抑う つ 症状 を適切 に評価 し､ 抑う つ 症状の 緩和 に焦点を当て た支援計

画 の作成や医療機関の 紹介など､ 必要に応 じた対策 を講 じる こ とが重要で あろう ｡

3 . 末受診は受診群と比 して虐待得点が有意 に高く､ 未受 診群における児童虐待リス ク の

高さが示唆された｡ また､ 心 理的虐待やネグ レク トよりは､ 身体的虐待 の リ ス クが大

きい こ と､ そ の 中で も衝動性､ 攻撃性 の高い 行為を含 む高得点 の 者が多く危険性 が高

い こ とな どから､ 児童虐待の 予防､ 早期発見 の観点か らも ､ 未受診者 へ の 積極 的な支

援は重要で ある｡

逢
. 健診未受診の 関連要 因として は

､ 子 ども の 数が多い こ とと､ 母親の 抑う つ 症状が高い
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こ とであ っ た｡ 特 に 3 人以上 の 子 どもをも つ 母親は､ ひ とり っ 子の 母親と比較 して
､

未受診傾向が 約 5 倍で あ っ た ｡ 未受診者の中には､ 児の養育に関す る負担の 増大 ､ 過

重 な育児ス
ート レ スな ど育児問題を抱 えながら争､ 受診す る余裕がな い 母親も多数存在

する こ とが予想 される こ と､ また､ 子 ども の数が多 い こ とが虐待の リス ク要因と し て

検証されて い る こ とな どから､ 未受診者 へ の 訪問な ど支援事業を通 して こ れら の 家庭

と接触 を保 つ こ とで ､ 具体 的な援助の可能性を共に探る こ とがで きよう｡

以 上 本論文 は､ 健診呆受診者が実際に児童虐待の ハ イリス ク群で あ るか どうかを検証

したも の で ある ｡ こ れまで
一

般に兼受診者が ハ イ リス ク群で あ るとは言われて い たが ､ 関

連する研究報告はきわめて 少なく､ 実際に比較対象群を用 い て 比較 したの は本調査研究 が

初めてで ある ｡ 本研究結果は今後の 母子保健事業施策検討の 際に有益な情報を提供す るも

の で あり､ 学位の授与 に値するもの と考えられる ｡
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